
    

 

原田先生フィールドワークゼミナール 

民・官・学が参加する外来水生植物駆除の活動が NHKニュースで報道される 

国土交通省淀川河川事務所からの委託により、大阪府環境農林水産総合研究所・水生生物センターでは、ボタ

ンウキクサ等の外来水生植物の早期摘み取りなどの駆除技術の開発を行われています。 

 今回 6 月 20 日（土）守口市淀川左岸庭窪ワンドで行われた摘み取り作業に本学原田先生のフィールドワーク

ゼミナールの学生が加わり民・官・学が参加する外来水生植物の駆除は、淀川流域では初めての取り組みとなり

ました。この作業の様子が同日の NHK のニュースで報道されました。学生たちは外来水生植物に関する講義・

作業を通じて、外来水生植物の繁茂により水域の酸素欠乏や水底へのヘドロ堆積など在来水生生物の生息環境に

大きな悪影響を及ぼすことを学び、このような状況から在来水生生物の生息環境の保全・回復することの重要性

を感じ取るいい機会となりました。 

    

       

原田先生フィールドワークゼミナール 

（フィールドワークにおける河川環境保全の研究 －淀川流域の問題解決プロジェクト－） 


